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五

慶
長
六
年
三
月
、
政
宗
嘗
て
秀
吉
よ

5
拝
鋲
せ
し
紅
州
部
生
郡
の
地
を
、
長
安
自
か
ち
行
を
て

監
察
せ
し
ζ

と
あ
よ
ツ
、
然
れ
ど
宅
未
だ
以
て
雨
者
の
関
係
を
生
や
し
と
は
忠
は
れ
ぬ
y
、
そ
の
之
れ

あ
る
じ
査
よ
ツ
し
は
、
変
じ
政
宗
の
息
女
五
郎
八
姫
が
忠
輝
に
線
せ
し
後
な
ιり
と
す
、
而
し
〈
慶
長

，、
、4
. 

I 
・‘・

"‘ . ー・
圃圃圃画面園田掴幽圃岨圃圃幽

十
五
年
十

一
月
、
策
て
政
宗
の
子
に
蹴
せ
ら
る
k

，
t
の
約
あ
t
ッ
し
大
御
所
息
女
の
逝
会
は
二
)
、
政

宗
を
し
て
銭
々
忠
輝
に
廷
が
し
り
る
の
巴
む
を
得
合
る
に
澄
I

り
ぬ
、
然
か
宅
共
の
忠
織
は
今
や

失
墜
の
極
に
枕
め
1

り
、
之
れ
を
救
拡
ん
か
、
之
れ
を
利
用
せ
ん
わ
、
政
宗
仁
財
カ
な
き
を
如
何
せ
ん
、

仰
と
な
れ
ば
、
彼
政
宗
は
慶
長
十
二
年
四
月
に
江
戸
城
の
辞
諦
止
命
治
ち
れ
、
夏
に
十
五
年
六
月

、V 白.....， . 

t 

に
は
名
古
屋
城
の
普
請
を
命
や
ら
れ
し
を
以
て
な
ら
、
凡
そ
岡
家
に
於
仁
、
倒
京
大
個
人
に
、
於
て
、
…

大
事
業
の
完
成
問
直
接
間
接
之
れ
が
繍
助
を
一
財
カ
に
侯
北
ず
る
可
わ
ら
診
る
は
昔
毛
今
唱
畿

ら
診
る
な
よ
ツ
、
政
宗
一
以
闘
却
し
て
如
何
な
る
方
国
よ
t
り
之
れ
を
得
ー
ん
と
せ
し
か
。

必
岡
崎
長
安
一
は
装
勢
絡
だ

mm
く
、
駿
府
仁
あ

b
て
は
・
本
多
上
野
介
z
に
共
に
家
康
の
抑
制
慣
に
参
し
、

， 

h戸

、!

溺
1
9
ド
溜
財
の
に
F
C・
を
彪
漉
せ
し
の
み
な
ら
・
下
、

政
務
に
干
渉
せ
し
と
'
之
は
康
長
十
四
年
九

月
丹
波
篠
山
城
北
日
前
米
行
内
藤
金
左
衛
門
改
易
彪
分
一
件
之
れ
を
議
し
て
俗
t
り
あ
f

り
、
両
し
〈

普
人
が
前
に
述
べ
し
が
如
く
が
仇
が
深
を
棋
泌
を
忠
輝
一
に
有
ず
る
乙
之
政
]
共
財
一
カ
を
利
用
せ
ん

wr
矯
め
~
政
宗
の
野
必
と
、
同
情
と
を
し
て
一
奥
じ
奨
認
を
擬
げ
し
め
、
銑
-
利
な
る
武
器
防
も
鈴
砲
を

、

得
ん
が
錦
め
に
、
殺
に
市
総
滋
伎
の
大
事
業
を
演
出
す
る
に
歪
れ
る
を
。
(
…
…
)

五
日
人
は
信
、
子
、
此
議
俊
乙
そ
徳
川
一
の
財
政
家
之
、
奥
州
一

の
弓
取
之
内
、
西
餓
芳
正
と
絵
王
I
C

を
抱
て
?
が
て
、
蛍
時
日
本
仁
於
て
風
雲
を
起

3
ん
止
す
る
互
の
窓
志
の
接
表
な
る
を
、
附
し
て
応

淵
は
此
ニ
怖
の
妖
日
位
、
に
供
せ
ら
れ
し
慨
ひ
可
営
責
益
子
な
』
り
し
な
よ
り
。

慶
長
十
六
年
政
宗
拡
「
去
秋
よ
'OJ

少
々
御
煩
し
と
の

ζ

と
に
て
、
江
戸
に
出
府
せ

Y
Iり
し
ω
炉、「

y
テ

ロ
し
は
同
年
各
仙
議
一
に
向
て
下
れ
ん
ん
、
政
宗
彼
と
曾
ず
る
や
向
ふ
仁
滋
旨
と
海
外
の
事
情
と
を
以

て
し
、
滋
仁
翌
十
七
年
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
家
一
回
文
倉
六
右
衛
門
常
長
等
を
滞
緩
仁
被

3
ん

ι

党
し
が
此
制
服
.
は
不
幸
・
に
し
て
暗
礁
に
紛
れ
て
静
け
党

b
起
に
於
て
か
、
政
u

宗
は
い
砲
も
に

-a，
戸
仁

H

りのO

滋

b
、
感
ん
に
人
必
牧
撹
策
を
識

b
R郎
も
葎
各
よ

b
の
約
束
な
s
b
と
積
し
て
威
一
長
十
八
年
波

ー と縛
介

思

静

ニ
五
七
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月
十
二
日
の
晩
仁
は
細
川
衣
替
顕
興
回
目
、
井
伊
論
部
助
蔵
邸
中
、
青
山
石
見
守
、
潜
一
日
外
認
、
法
忠
兵
衛
、

榊
原
注
衛
門
、
山
一
回
十
太
夫
等
を
饗
し
、
同
月
十
四
日
に
け
い
、
紳
尾
五
兵
衛
方
に
古
国
織
部
肢
と
舎

@

品

申

A

w

e

@

し
、
同
一
月
二
十
八
日
下
以
大
久
保
長
安
の
賀
子
犬
る
青
山
機
之
助
を
饗
し
、
殊
に
二
月
中
句
、
政
宗

上
総
介
出
掛
郷

は
鷹
狩
ー
し
櫛
し
て
、
武
州
府
中
の
附
近
に
粒
け
ん
而
し
て
禁
滞
留
の
時
日
以
少
く
と
が
も
一
滋
以

. 

よ
な
L
9

止
す
、
治
家
詑
餓
に

ご
月
中
旬
以
後
、
候
御
鷹
野
の
御
服
仰
上
げ
ら
れ
武
州
府
中
仁
御
出
み
t

り
ね
…

三
月
内
一
反
大
上
旬
府
中
よ
1

り
御
師
府
一
一
脚
部

創
も
彼
は
此
問
仁
如
何
な
る
専
を
な
せ
し
か
、
之
れ
帝
人
の
本
問
題
考
察
に
就
き
て
、
最
毒
殺

意
ず
可
会
制
な
J

り
と
す
、
仰
と
な
れ
ば
、
府
中
は
長
安
が
居
城
地
文
る
八
王
子
を
去
る
僅
か
仁
蚊

監
の
鬼
に
過
ぎ
な
る
な
L
リ
、
詩
人
以
此
時
日
の
閉
じ
於
て
国
防
者
の
問
仁
或
る
秘
密
的
合
令
の
な

3
れ
し
に
あ
ら
歩
や
と
の
疑
問
を
抱
く
が
も
の
な
r
り
が
く
て
政
宗
除
蹄
府
ず
る
之
共
に
、
験
府
行

の
侠
必
を
な
す
に
一
歩
4

1

り
ぬ
、
そ
は
同
月
十
一

、，
'v .， \'.~ .. 

日
、
酒
井
左
衛
門
に
輿
ヘ
食
る
舎
に
。

満
州
府
中
に
参
廠
畑
仕
、
一
雨
日
以
前
揺
飾
係
、
懸
御
白
隠
之
御
物
語
中
皮
候
、
近
日
中
験
潟
、
可

ぬ
伊
ぬ
存
銭
。

聾J干

~: :'''~，}Ifぷ
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'
E
A
を

1
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‘s
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t
t
i
 

、
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@

@

殊
に
此
除
、
彼
の
人
v
U

牧
撹
策
は
谷
一
々
廿
献
し
さ
を
加
一
へ
ぬ
、
邸
も
一
一
一
月
十
三
日
石
川
女
替
一
蹴
鼠

e

e

 

長
を
饗
し
、
同
月
十
六
日
γ
い
は
合
同
織
部
一
止
、
紳
一
昆
冗
兵
衛
、
島
凶
次
兵
衛
、
青
山
石
凡
守
を
鶴
し
、
同

月
十
レ
七
日
に
は
阿
国
太
郎
右
衛
門
及
び
青
山
石
見
守
方
に
粧
台
、
深
夜
蹄
邸
、
同
月
二
十
三
日
に

は
溝
口
外
詑
を
鰹
し
、
同
月
十
八
日
仁
は
長
門
侍
従
秀
就
に
鶴
一
一
綿
一
を
輿
ヘ
、
及
、
花
綿
日
に
は
潜
t
i

口
外
詑
、
青
山
石
見
守
に
治
問
状
を
山
内J

ヘ
、
共
懇
・
日
仁
は
翼
民
ア
デ

日
し
に
向
て
，
…
'a
の
山
地
番
宇
甲
山
総
れ
・

60

内
々
御
床
敷
有
候
彪
具
仁
家
仰
、
一

々
披
見
申
候
、
加
之
儀
仁
付
、
内
々
一
御
肝
曲
以
之
段
承
印
刷
、
誠
仁

謙
次
第
に
候
、

一
、
南
様
へ
殻
候
使
者
の
事
、
此
に
前
巾
付
候
者
に
相
定
山
中
候
、
但
・
来
月
者
早
々
仙
叢
へ
可
間
部
下
候

問
、
が
ひ
北
ん
仁
宅
承
令
、
今
一

人
も
相
添
可
申
鰍
と
存
申
伎
、

一
、
舶
に
積
候
街
物
の
・
事
は
手
前
之
大
分
拡
大
形
致
用
意
候
、
か
ひ
た
ん
手
前
の
外
、
府
監
乎
前
広

三
百
倍
可
宥
之
由
候
、
共
外
世
上
ょ
ん
〆
桜
皮
、
-
と
中
京
候
分
凶
五
百
簡
も
可
有
御
肢
と
市
保
問

甘
持
活
可
御
v
治
安
係
、
何
様
此
中
服
制
御
日
様
子
可
申
ぷ
候
、
被
入
御
念
切
々
御
必
付
之
段
添
存
候
、

(
恐
恐
飽
き

117 

卯
月

日

上
抑
制
介
間
的
勝

誠
九

1 、、
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政

に~
珂な

ソ
テ
ロ
，

f 、
， 

.・ e‘

か
く
て
期
鶏
し
け
ひ
、
彼
拡
凶
月
五
日
、
紅
一
戸
を
殺
し
同

b
く
九
一
日
綾
府
に
、
着
し
、
家
康
仁
錦

ι

て
銀
千
雨
及
ぴ
時
限
十
仮
宮
』
献

b
ぬ
、
此
際
彼
叶
仏
政
も
に
蹄
ら
ん
と
せ
し
が
、
家
康
、
菓
子
常
陵
介

額
宣
の
能
を
見
せ
し
め
ん
1
」
せ
し
か
ば
、
十
日
許
此
地
仁
滞
夜
し
℃
、
同
月
二
十
一
日
紅
戸
に
締

れ
よ
リ
、
英
一
後
数
日
た
経
過
す
る
号
、
彼
は
決
し
て
将
軍
山
本
ヘ
澄
城
せ
も
d
b
念
、
治
家
苅
鋭
に
此
間
の

消

息

を

諦

b
て
日
〈
、

御
城
ヘ
御
山
有
皮
思
召

3
る
と
い
へ
ど
宅
、
路
一
次
中
御
策
物
仁
て
少
し
御
似
山
積
ゐ
p

り
、
国
て

御

3
わ
や
を
成
策
ね
純
引
し
給
ふ
、

同
記
織
の
筆
者
之
れ
に
附
託
し
て
臼
く
、

。。

御
議
中
に
・
於
て
、
何
一
様
の
能
我
あ
I

り
し
ゃ
ー
一
不
-
知

、.、.'・・.
F ・・ a 

e
 

-y 

!
、「司

‘

a
f
t
-
t
J
1
3
3
 

-
一

1、

然

b
、
彼
は
共
身
仁
於
て
何
等
の
傷
1
ど
受
け
合
」
l

り
し
昔
、
然
か
H
U

其
v川
仁
於
て
大
な
る
痛
み
を

被
ひ
れ
1

り
、
大
な
る
捕
E
C

は
何
ぞ
や
、
四
月
二
十
五
日
に
於
け
る
大
久
保
長
z

安
の
死
、
仰
も
之
れ
な

t
リ
、
(
一
一
一
)
か
く
て
同
月
二
十
八
日
以
後
は
廷
に
・
腹
中
に
病
あ

b
之
櫛
し
て
一
殺
減
せ
ホ
ー
、
只
、
だ
長
安
の

円聾官

: "c":Njli't(c-.;， ' 

諸
子
大
久
保
藤
十
郎
、
同
一
外
認
、
青
山
機
之
助
の
一
ご
人
仁
向
て
、
英
一
尖
逝
会
の
悔
殺
を
浴

b
し
の
み

な

u' 
• 
0

‘
 

1
1
a
 

は
か
ら
ぎ
ん
を
、
五
月
六
日
仁
皮
ぴ
て
、
一
大
疑
獄
は
起
ふ
ぬ
、
倉
中
の
事
情
之
、
秘
殺
の
石
制
御
三

は
、
長
安
の
屋
敷
よ
λ

リ
接
見
、
せ
ら
れ
て
、
彼
が
陰
謀
は
滋
仁
家
庭
の
知
る
蕗
と
な

b
ぬ
、
(
凶
)
其
結
果
J
ト

と
し
て
、
同
月
十
右
目
、
長
安
の
子
総
十
郎
以
品
川
に
、
外
一
誌
は
様
須
賀
仁
、
青
山
椴
之
助
、
は
小
関
原

仁
、
英
他
の
諸
子
宅
佐
官
地
仁
断
凶
せ
ら
る
k

h

γ

円
安

b
し
か
ば
、
政
一
議
以
庇
も
ド
ト
住
府
の
忠
絡
が
北

方
を
越
後
に
務
コ
し
め
大
t
り
、
加
ふ
る
仁
長
安
の
死
骸
掘
s
り
出

3
れ
て
、
駿
河
安
倍
川
に
て
燦
界

に
行
料
れ
、
且
つ
薬
務
子
仁
死
を
賜
ぴ
し
翌
日
仰
も
ど
月
十
日
に
政
宗
は
江
戸
を
援
し
て
同
月

十
七
日
仙
去
に
紛
れ
よ
ソ
J
m
m

れ
ど
川
市
其
後
彼
の
煩
悶
は
醤
し
く
、
白
か
ら
之
れ
を
慰
め
ん
が
斜
め

仁
、
或
一
拡
大
織
の
下
に
、
戒
は
関
分
薬
師
営
に
、
或
れ
は
袋
原
に
川
称
、
際
一
野
、
な
な
し
て
、
一

日
も
城
山
叩
じ

樹
立
t
り
し
ζ

と
な
く
、
一
方
に
け
い
、
ぴ
セ
ず
ら
幕
府
の
街
路
者
仁
向
て
廿
必
を
求
む
る
に
扱
々

t

b
し
た
と
は
、
次
ぎ
広
治
家
花
鍬
詑
す
る
史
資
じ
於
て
知
る
乙
と
を
得
ぺ
し
。

39 

七
月
二
十
九
日
御
献
上
之
し
て
、
初
膝
一
拐
、
江
戸
ヘ
差
登
せ
ら
る
、

腕
日
、
御
献
上
と
し
E

て
、
初
紙
一
尺
、
位
、
日
戸
代
差
殺
せ
ら
る
、

上
‘
州
側
介
忠
河
川
柳
ー

一一品ハ…

• 

2ずF ， 
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会

二
六
二

40 

る

九
H
、
本
多
佐
渡
守
、
大
井
大
炊
助
、
青
山
岡
書
殿
へ
、
各
御
書
を
以
て
鍛

γ
尺
を
贈
慾
せ
ら

. 

る

十
ど
目
、
御
献
上
正
し
て
、
鶴
一
抑
制
、
江
戸
へ
議
設
せ
ら
る
、

十
八
日
、
本
多
佐
波
守
殿
、
御
一
舎
を
以
て
、
川
茨
喰
一
拐
を
照
治
せ
ら
る
、

二
十
三
日
、
土
井
大
炊
助
ヘ
御
舎
を
以
て
鶴
一
弱
熔
縫
せ
ら
る
、

e、

、‘ t

可.、，

九
月
五
日
、
御
献
上
ー
し
し
て
、
0
0
0
0
、
江
戸
へ
滋
せ
ら
久
本
多
佐
渡
守
ヘ
御
書
敢
に
鶴
一
羽

逃
せ
ら
る
、

1“ー、、ー.
.‘、./-ヘ"

九
日
、
土
井
大
炊
助
殿
ヘ
御
帯
地
鶴
一
・
初
魅
せ
ら
る
、

二
十
三
日
、
若
賛
成
を
機
河
へ
怠
点
る
、
本
多
佼
披
守
へ
御
替
を
以
て
生
・
…
一
銭
を
滋

AUA-

る

十
月
朔
日
、
大
紳
君
ヘ
地
府
議
総
一
一
…
迎
、
縫
子
縫
二
十
五
尺
等
を
献
上
す
、
本
多
上
野
介
制
限
へ
鶴
…

.. 
』
.-.: 
‘ 言、
、4 、

羽
本
多
健
機
殿
へ
悠
一
二
漣
、

五
日
大
紳
君
仁
鮒
十
五
議
殺
せ
ら
る
、

6 
4 

而
し
て
、
此
問
に
於
て
、
彼
川
川
市
機
仁
泌
す
.
可
営
舶
は
'
慨
に
成
就
し
ぬ
、
「
ソ
テ
ア
唱
亦
文
様
れ
』
り

殊
に
向
山
線
監
は
断
一
臓
の
守
札
ず
ら
怠

b
来
九
/
、
な

b
、
か
弘
、
る
際
に
常
I

り
て
治
、
此
行
を
中
止
せ

ん
が
、
疑
問
駄
延
仁
疑
問
を
生
ま
り
、
し
か
ヂ
、
高
一
一

を
以
て
九
月
十
五
日
、
月
の
紛
を
出
帆
せ
し
め
北
ん
J

、
然
・
わ
・
宅
彼
仁
制
判
ず
る
都
府
の
疑
除
、
之
れ

2
・

此
ハ
仁
紛
々
震
を
を
加
ヘ
大
る
が
如
し
、
削
ー
も
九
月
二
十
・
七
日
家
燦
以
秀
忠
之
江
戸
仁
曾
ム
ザ
し
、
共

紡
巣
に
や
、
翌
十
九
年
一
正
月
二
十
四
日
を
・
以
て
、
策
て
長
安
を
治
め
し
小
出
原
城
主
大
久
'
保
相
識

の
傍
俸
を
ふ
本
来
に
期
し
、
彼
は
非
常
な
る
英
断

守
応
憐
の
改
易
と
な
'
久
何
時
仁
後
藤
助
八
郎
は
本
多
佐
波
守
の
番
級
友
持
し
七
仙
袋
一
仁
一
F
れ

b
、
政
宗
此
舎
を
得
る
や
、
急
ぎ
返
舎
を
認
め
て
佐
渡
守
に
怠
る
と
共
に
、
真
に
急
飛
脚
を
以
て
秋

削
侍
従
義
宣
及
び
・
忠
締
に
向
て
誉
総

P
一
応
れ
J

り
、
而
し
て
此
敢
闘
欣
J
・
政
宗
の
采
女

tc"
は
治
家
知
山

@

@

 

鈴
仁
よ
れ
ば
奇
人
が
前
仁
恕
げ
北
る
が
如
く
不
俸
の
一
…
均
十
引
を
以
て
抹
殺
せ
ら
れ
な
1

り
、
殊
に
将

41 

り
.
河
合
)
は
同
月
十
六
日
よ

6
同
月
二
十
日
迄
会
く
日
記
の
閥
失
せ
し
た
と
な
ん
'
ー
に
す
、
が
〈
て

ム

ホ

シ

ザ

「
線
級
泉
あ
る
も
の
は
其
財
源
を
枯
ず
下
一
'
加
わ
ヂ
Lir-
」
の
幕
府
の
政
策
は
呉
綿
で
顕
を
し
む
る
が

上

鰯

介

邸

綿

一

ニ

六

一

一

一

J 

， ， 
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ニ
六
回

如
く
政
訟
に
向
て
趨
用
せ
ら
れ

K
A
J
、
的
色
十
月
九
日
、
再
度
の
書
紋
拡
、
紅
戸
府
軍
・
よ

b
到
来
し
、

他
の
闘
志
は
自
身
阿
部
総
ず
に
及
ば
?
と
の
仰
出
あ
F

り
し
に
不
拘
、
政
宗
は
籾

6
越
援
の
山
訪
問
減

普
舗
を
命
性
ち
れ
、
且
つ
途
次
江
戸
ヘ
立
寄
る
可
き
由
の
命
に
援
せ
し
か
ば
、
忽
年
一
一
一
月
十
六
日
、

上
J

州
制
介
凶
砂
織

A・ 4
i 司

令 ιn

ー‘

巴、ら
屯

1 】'. 
J、，

.' 

....、、.

、
-、 司

・.‘

伎
は
仙
蚤
を
滋
し
て
凶
月
八
日
、
越
後
府
中
仁
治
相
、
セ
J

り
、
一
向
し
て
六
月
幕
府
，
は
阿
部
備
中
守
及
沙

問
問
太
郎
右
衛
門

ε以
て
殺
か
に
政
宗
の
動
静
を
窺
は
し
め
た
t
り、
3
れ
と
別
仁

31υ
セ
る
と

t
ζ

・
な
が
ん
J

し
を
以
て
、
幕
府
唱
粉
々
意
を
安
ん
廿
し
が
如
し
、
か
く
て
、
城
北
日
識
も
終

b
し
か
、
ば
お

月
二
十
一
日
、
宮
間
、
ど
援
し
、
同
月
一
一
十
八
日
の
¥
夕
暮
、
細
川
事
仙
肇
仁
踊
れ

6
1首
相
応
の
綴
必
柑
々
時

れ
し
と
共
応
、
彼
が
も
亦
花
粉
々
安
緒
の
尽
を
な
せ
し
が
如
し
、
八
月
十
五
日
月
見
の
際
に
彼
が
獄

や
し
歌
乙
ぞ
、
自
が
ち
放
が
散
防
怖
の
必
的
情
態
を
語
れ
る
戒
も
の
な
ち
歩
や
、

ー
な
く
ぴ
稀
な
る
影
所
}
見
る
が
な

、¥1 ，'，'，・‘、

一
年

rv
今
狩
は
が

b
の
月
の
窓

慣

一
似
し
て
~
締
議
求
、
だ
幾
何
な
ら
み
F

し
て
、
及
、
党
大
阪
陣
の
A
W
紘
一
卜

6
ぬ
~
目
減
仁
於
て
か
彼
は
九
月

十
日
を
以
て
再
び
仙
去
を
殺
し
て
、
同
一
月
十
五
日
下
野
小
山
仁
一
怠
る
や
、
衆
て
懇
意
な
る
大
阪
方

の
和
久
'
年
左
衛
門
来

ι/し
も
傷
持
つ
彼
は
決
し
て
之
れ
じ
而
曾
せ
旬
、
ロ
ト
り
を
、
同
月
二
十
日
江
戸

‘. 

出
馬
の
際
、
越
後
少
熔
忠
郷
仁
輿
ヘ
し
交
に
、

念
皮
致
山
一
日
上
候
、
愛
許
御
着
日
々
之
機
応
求
待
候
得
共
子
今
ん
mm
御
治
相
係
、
乍
恐
無
御
必
一
万
令
存

s

供
、
永
候
分
者
殺
御
誠
一
御
一
留
主
被
成
し
出
、
定
一
川
大
印
刷
表
え
御
上
被
成
皮
可
制
ゆ
食
事
求
お
候
、
乍

去
御
雨
所
様
の
御
錦
之
談
仁
候
閥
、
早
々
御
方
え
被
成
御
座
允
玄
極
依
抑
お
せ
わ
れ
い

美
作
事
、
此
方
に
残
市
候
問
、
湾
事
被
加
御
一
刻
可
被
下
候
来
煩
御
事
候
!
紛
先
よ
ら
可
申
上
鋭
、
今

i
t
-
-

皮
拙
者
に
御
先
之
被
仰
付
外
肉
質
議
御
事
候
、
恐
僚
議
ム
一
一
口

遊
詩
、
今
月
二
十
日
係
立
候
、
被
来
期
後
背
候

以
上

十
月

十
日

松
平
陸
奥
守
政
宗
香
剣

結
後
少
勝

御
中

J
 

-‘
 《

政
宗
仁
先
鋒
を
命

b
な
が
ら
、
葉
子
勢
一
作
と
、
女
一
例
制
忠
線
と
を
江
戸
に
止
め
-
北
る
は
幕
府
仁
深

さ
思
慮
の
あ
ん
し
唱
の
な
ち
り
。

想
ふ
昔
、
家
康
倫
ほ
一
一
一
間
仁
ゐ
1
9
し
際
、
笠
原
奥
太
郎
な
る

6
の
一
一
一
例
を
む
ぼ
し
て
自
己
の
清

ω
ー
に
な
当
ん
矯
め
、
俄

h'r家
康
の
殿
下
に
崩
せ
し
が
ぺ
家
康
早

4
号
、
そ
れ
と
知
'
夕
、
却
で
よ
彼
を
利
用

上
ー
総
介
邸
側
叫

γ

・

一一六五

• 

a《

、

a刈戸
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上
総
介
附
仙
川
線

一
六
六

し
て
姉
川
の
令
制
引
に
先
陣
を
命

b
、
易
収
せ
し
め
て
-
滋
に
味
方
の
勝
利
と
な

F9
れに

L

リ
、
本
多
佐
渡

ヤ
ザ
‘

A
J一
一
日
比
倒
的
り
お
息
子
}
・
曳
し

ζ

掃
作
る
や
亡
、
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Y
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故
、
先
手
仰
付
け
ら
れ
食

b
、
人
の
梁
ホ
ノ
る
践
を
乗
ら

b
と
す
る
私
一
物
乙
れ
有
る
如
く
候
ヘ

輿
八
郎
が
ニ

vω
な
を
憾
に
日
見
え
し
に
、
御
一
策
I

り
な
が
ら
i

御
必
仁
乗
ら
せ
ら
れ
ぬ
所
ζ

れ
有
る

ど
も
、
乗
ヂ
る
践
は
乗
よ
ツ
な
が

ιJ鶏
p
り
ぬ
鹿
是
れ
宥
て
よ
し
と
す
、
秀
吉
の
乗
守
る
践
を
右
の

如
を

vω
に

て
、
御
一
あ
し
ら
ひ
な
ヌ
・
れ
候
事
然
る
可
し
、

げ
に
術
数
に
官
め
る
家
康
と
正
信
と
は
、
叉
、
花
此
策
に
よ
ー
ッ
て
奥
州
一

の
衰
の
者
を
梁
せ
し

乙
と
を
政
宗
は
岡
本
し
て
知
J

り
し
や
否
や
。

司

宅、. 
-

e・e ・
.・・ . 
‘}  

・‘.、

ハ
二
家
出
納
の
第
五
女
は
市
畑
作
札

L
て

慶

長

十

五

年

夫

ず

諸

問

蹴

除

鈴

u
h

松
平
路
島
内
す
計
上

と

L 

て、一
1
路

長

十

五

年

間

コ

刀

ニ

十

五

日

先

年

mb
宗

に

御

縁

側

被

仰

出

依

楠

現

議

射

殺

様

阿

銃

口

札

て
制
御
平
肝

w
鍛
遊
侠
」

. 

-
と
渇
・
り
、
火
花

伊

総

政

宗

記

録

添

削

初

考

訟

に

は

つ

段

長

十

ニ

年

丁

求

、

英

勝

腕

太

田

氏

の

女

於

勝

方

版

忙

'‘ー、ー‘

秘
現
様
.
知
刑
制
御
総
生
被
成
侠
防
艇
世
相
と

組
出
m
籾

距

仰

総

縫

之

御

契

約

御

座

佼

践

例

十

五

年

間

ぷ

川

、
.‘J 

十

-
E
E
H
H
H
F

・

-a司

E

話

今

同

訟

に

て

御

早

世

絞

成

、

隣

府

一

間

院

と

申

符

土

中

守

忙

て
御
泌
総
宥
ウ
ん
」
と

な
り
、
九
族

却
に
は
「
由
成
長
十
一
一
年
正
月
駿
府
記
て
御
滋
生
し
と
な
り
、
小
M
M
U
挙
お
絹
綿
日
次
配
忙
「
.
十
八
日

申
午
時
間
1

紙

製

造

H
H

之

'
q
4日制
v

d

a

引
句
，
.
‘
‘
，
.
‘
倶
ぜ

合

伊

賀

守

弱

体

央

本

来

E

申
立
て
大
側
、
息
女
他
界
山
也
、
的
事
外
有
御
敵
味
問
、
先
・
御
綴
.
佼
可
宿

曲
、
役
織
羽
市
来
云
々
」
と

お
り
、

ハ一一
υ
之

れ

余

の

大

抑

制

な

る

挽

紛

h
u

り
、
政
宗
が
抑
制
州
地

E
胤

劉

し

て

注

意

を

憐

o
t
ζ
色

村

4
ス

カ

イ

ノ

1
ハ照

班
‘
芳
の
使
館
〉
が
十
日
詐
り

花
開
花
、
セ

で

‘

彼

は

常

時

江

戸

り

仏

海

る

耶

蘇

守

K

E
織

り

を

す

る

と

止

に

な

っ

忙

が

、

夫

例

の

絞

耐

を

終

っ

た

兵

士

に

設

備

き

せ

て

、

む

参

り

を

L
て

日

出

る

之

、

肉

方

か

ち

'

ニ

千

人

許

む

引

連

れ

た

大

名

が

{

あ

、

そ

れ

は

8
江

戸

に

滞

在

L
て

屑

つ

y

b

山

V

ヨ

y

の
奴
日
が
為
'
つ
、
た
の

‘乙

織
か
と
一
誠
、
ム
と
、
有
名
な
る
伊
治
政
ゆ
析
で

前

花

町

僚

に

む

鉢

儀

を

L
花
、
き
う
し
て
言
ふ
院
は
、
先
日

渇
あ
、
主
陥
切
な
(
川
町
'
山
市
は
出
向
か
り
下
り

て

、

ギ

ス

カ

イ

ノ

ー

の

就
て
‘
私

に

追

う

一

度

見

せ

て

(

れ

な

い

か

F
二

百

っ

て

籾

ん

だ

替

の

ホ

切

な

た

の

兵

士

が

や

っ

た

小

銃

の

滋

火

に

だ

が

ち

宏

1

い

3
」
日
現

っ

て

ギ

ス

カ

イ

ノ

ー

は

自

己

の

引

卒

せ

m

l

k
品
加

um
‘

之

忙

殺

っ

て

い

る

中

の

人

忙

殺

火

ぜ

L
む
る
之
、
一
政
宗
は
官
庁
岳
山
灼
一
?
と
共
犯
、
絡
が
荒

々

が

柏

市

ち

る

、

ぞ

れ

む

政

宗

が

然

主

持

民

突

っ

た

之

、

ギ

ス

カ

イ

ノ

人

ー
の
日

記
に
ゆ
切
る
し
ハ
仙
川
崎
川
寸
十
七
世
総
花
於
け
る

日
米
の
関
係
し
ぺ
慶
廠
義
的
税
務
抑
制

一
九
撚
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火

花

彼

が

抑

制

陳

氏

於

て

銚

を

使

用

せ

し

ζ

と
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示
す
時
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の
・
如

L
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総
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総
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(
一
一
己
大
久
保
長
安
の
死
去
に
就
き
て

一
死
長
山
惜
し
と
冷

'
p、引火

m意
潟
、
延
年
代
官
山
間
勘
定
速
に
不
山
地

L
℃

、

主

総

之

義

紙

滋

之

市

謀

以

大

仰

一

助

の

日

間

中

ね

文

成

総

花

止
之
布
ウ
ん
開
御
殺
、
石
川
却
下
代
の
者
治
魂
」
H

A

h

凡
段
u
N

光
開
設
に
ほ
っ
ド
川
市
之
煩
色
々
令
養
生
叫
問
符
災
、
殺

は
桃
川
川
対
日
記
ペ
関
長
十
九
年
間
月
ν
に

「

二

十

五

日

微

雨

除

大

石

州

夜

入

た
ゆ
例
代
認
に
寸
大
石
州
死
去
年
六
十
五
、
従
倣
府
死
織
を
甲
州
民
持
山
口
、
泌
総
念
成
令

‘ ''¥. ・.
v ‘ 

木
俊
約
制
球
申
鮫
‘
滋
す
い
礼
金
粉
代
人
、
倣
白
川
よ
り
甲
州
に
捻
り
〕
闘
の
般
を
娘
、
務
峨
結
構
忙
一
吋
仕
向
市

抵

侠

得

共

定

様

本

然

社

関

数

尚

従

大

御

所

絞

被

仰

品

W
L
t
し
お
り
、

〈
誠
〉
大
久
保
長
安
の
疑
獄
忙
就
き
て
は
悦
脱
出
川
政
事
録
花
つ
ム
一
ハ
日
大
久
保
石
見
勝
之
勘
定
下
代
、
共
紋
日
乎
御

改
之
助
、
過
分
私
州
宥
之
市
獄
之
外
御
版
立
附
側
諸
問
一
必
見
守
恥
刷
費
可
改
出
ウ
ん
由
被
仰
汲
々
L

一
・
火
花
大
久

~. I 

保

家

館

別

策

に

L
'小
川

ι
v
d
a

明、

a

A

摺‘，

i
h
M
W

如
仰
な
る
子
抑
制
あ
り
て

mm
宿
る
花
や
和
総
の
'
珍
:
替
市
郎
合
花
充
満
す
究
貯
る
金
銀
の
し
員
蛾
知
治
一
人

h
u
L

去

れ

ど

S
命
M

料

金

如

献

に

て

際

空

止

が

た

守

物

な

れ

ば

石

見

内

守

的

保

に

臥

て

己

に

九

死

日

生

に

悩

げ

れ

ー

ほ

袋

必

廿

似

人

在

呼

集

め

金

出

品

部

補

づ

h

に

和

淡

の

織

物

を

添

て

形

見

忙

磁

L
終

に

死

ず

石

見

守

が

納

子

派

十

郎

次

回

刀

外

記

総

四

郎

と

公

り

け

る

が

滋

舶

を

4
残

3
ず

米

跡

事

不

立

均

時

仰

げ

の

設

共

限

の

t‘ 

総
h

げ

を

立
b

て
E

形

見

の

金

子

被

寄

れ

よ

と

催

促

ず

る

に

ニ

十

世

附

雨

俄

の

大

金

を

れ

ど

告

員

故

事

知

h
p

mw

詰

俄

な

れ

ぽ

比

金

子

閣

内

ん

と

と

難

め

b
ず

と

云

へ
市
浪

L
け

れ

ば

お

見

守

死

去

せ

へ

ど

場

人

情

欲

花

山

知

ひ

兄

弟

抑

制

総

め

金

子

島

憎

み

被
き
ず
'
・
話
ど

6

ち
れ
て

上

向

の

勘

定

等

協

布

る

可

き

事

"

な

れ
ほ
係

る

大

金

は

波

L
が

た

り

れ

ば

偽

金

千

爾

づ

』

奥

ん

乙

と

=

一

流

ふ

設

共

千

余

受

取

ち

ば

綿

織

の

件

付

皆

成

吾、

ζ

な
t
γ
d
'
占
日

J
』

、
t
釘

v
h
3
Y
4

一，
?ζ 

欲

紀

州

倒

れ

是

非

虻

約

束

の

如

(

詩

坂

b
ん
E
C

出
巾
脚
部
り
℃
廿
品
開

人

の

議

《

隣

府

当ミ

て

泣

訴

け

札

及

門

中

前

に

紳

岩

石

見

守

が

身

上

不

納

総

の

金

千

所

持

す

る

を

本

山

市

花

胤

仔

て

彼

議

共

へ

立

腹

す

放

に

平

日

警

の

有

様

有

の

織

に

市

上

る

結

構

の

へ
公
判
〈
御
訟
義
有
り

L

K
議
共
同
林
部
時
十

mm

m
w
士
e

ζ

H

足
J

舎
予
、

K

H
y
u
h
A
'
'
r
p
，・
4
1
n
v

司、

E
1

・

に

6
滑
り

っ

ち

ん

な

ど

〉

，

K

の

利

根

に

任

て

訟

へ

け

る

け

仏

依

て

紳

芳

綿

々

御

不

審

に

削

山

首

て

俄

に

検

依

数

人

仰

付

b
れ
て

石

見

守

が

世

椴

欠

山

川

仰

付

b
る
h

践
に
般
に
仙
川

へ

絞

た

る

践

の

A
M

七

扮

路

樹

什

対

外

鋭

的

の

細

川

ひ

い

知

総

と

公

ふ

其

の

数

6
知

が

た

き

お

と

一

流

々

放

に

先

封

付

へ

其

外

諸

滋

具

の

級

数

蕊

hw
り

太

刀

刀

千

怠

り

村

正

が

作

計

器

百

般

に

依

る

総

紛

の

成

て

其

U
H

を

蹴

tj.{) 

道
具
M
U

御

織

に

唱

な

み
-e

、

品

お

骨

組

あ

殊

花

民

間

の

下

に

石

糠

B
uり
其

の

内

花

開

制

設

の

総

〕

つ

為

り

討

の

鱗

仰

前

日

仏

滋

上

る

制

活

御

覧

渇

て

大

に

驚

か

せ

忍

ひ

却

は

石

見

が

私

欲

成

大

場

勘

定

紛

乱

ず

上

り

上

総

介

忠

郎

6 
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上
総
介
思
糊
ー

事
な

L
ど

wm
智

好

鱒

に

迷

は

容

れ

し

ゃ

と

の

御

憤

p
有
て
ρ

件

の

絡

を

倒

的

前

民

間

が

せ

り

る

と

か

や

石

見
守
が
骨
川
ま
り
総
の
時
五
a

へ
綴
々
の
品
物
吾
被

L
た
る
浦
一
義
の
番
兵
問
側
、
主
よ
り
日
本
へ
日
削
槌
を
巡
り
た

る

践

女

、

僻

銅

山

日

本

人

切

実

丹

宗

を

弘

め

宗

風

を

以

て

攻

え

巴

察

内

者

t
t
て
風
間
蛾
を
刑
制
き
削
跡
的
問
附
附
を

本
一
邦
の
品
W

去

と

し

己

鴎

白

職

E
し
な

h
p

ん

と

軒

策

事

る

誉

回

胞

の

外

〕

味

簿

一

列

流

石

の

紳

滋

御

滋

慌

の

強

化

本

l
川
川
比
の
番
御
附
問
中
渇
れ
は
総
有
℃
其
の
後
委
告
を
知
る
者
な

L
Bと
か
や
￥
然
品
州
大
阪
熔
表
以

後

脳

部

卿

御

勘

鋪

に

℃

御

身

上

白

上

b
れ

減

刑

布

L
M刷
会
{
的
伽
抑
制
官
と
ぞ
銀
一
品
見
守
は
鹿
長
十
八
年

の

凶

月

サ

五

日

病

死

せ

L
か
る
，
累
年
の
積

mm
盛

税

者

な

り

と

て

其

の

托

肢

を

漏

出

し

開

削

占

月

九

日

殴

河

の

側

部

川

紀

て

繰

採

に

行

は

れ

其

定

宿

は

疎

十

郎

、

M

仲
間
仙
間
服
押
収
鼠
せ
ち
あ
、 吋

円
七
四
日

穴

. 

疑
の
mmw

仁
織
は
れ
し
忠
繍
は
、
大
阪
各
の
陣
仁
は
関
東
の
留
守

m
m
k
命
性
ら
れ
、
(
ご
次
で
、
話
、
和

元
年
夏
役
仁
り
、
部
口
俊
勝
-
村
上
説
明
舎
を
先
鋒
と
し
て
北
陸
滋
よ
ら
打
っ
て
滋

b
、
大
和
路
の

大
将
援
を
一
承
る
や
、
(
二
)
家
燦
の
数
料
ω
に
佼
し
て
何
等
の
功
を
お
仏
て
ヨ
る
ゆ
に
大
阪
は
器
減
せ
よ
り
、

(
…
一
一
)
世
或
は
之
れ
を
以
〈
政
宗
の
附
抑
止
な
し
、
戒
は
之
れ
を
以
て
花
弁
主
水
の
怯
織
広
出
づ
と
な

す
、
部
の
あ
L
ツ
ベ
問
)
然
れ
ど
も
英
が
大
阪
に
務
官
し
後
の
涜
様
t
ζ

、
勝
一
療
の
許
可
な
く
し
て
鴎
に
締

t

り
し
行
動
を
察
す
れ
ば
、
(
五
)
彼
拡
務
め
て
此
戦
役
の
長
か
ら
ん
と
と
を
蹴
よ
り
し

ι共
仁
、
意
総
外

平
合
搭
減
に
失
盟
せ
し
が
如
し
、
之
れ
堂
じ
政
宗
)
」
共

k
自
己
の
尖
及
び
兄
に
院
し
て
閥
抗
隠
陣
内

一 ι 、
、デJ ‘.・"‘

に
合
す
る
の
艇
を
鵡

3
し
め
し
所
以
に
あ
ら
か
M

る
か
。
(
大
)
。

げ
仁
応
輝
が
北
総
滋
よ
F
9
打
て
出
で
し
際
、
英
家
肢
が
近
江
守
山
の
宿
に
て
、
将
軍
の
家
人
長

坂
十
度
衛
門
、
伊
丹
紛
繊
の
二
人
を
討

h-口
県
せ
し
乙
主
家
康
の
知
る
段
と
な
'
り
し
を
議
火
線
と

し
て
、
(
必
)
安
西
右
お
允
が
み
点
、
・
忠
鱒
の
無
情
を
怨
み
て
、
一
一
封
の
舎
を
奉
行
衆
に
投
色
、
上
総
介
大
阪

線
仁
何
等
の
功
な
か
1

り
し
所
以
£
告
げ
て
よ
λ

ソ
、
花
井
主
水
と
彼
ど
の
…
掛
侠
と
な
ら
、
(
八
)
真
に
花

井
宇
一
水
は
大
御
所
よ
J

り
指
向
せ
ら
れ
、
次
ぜ
松
一
や
忠
恋
衛
門
勝
隆
を
伎
と
し
て
忠
踏
に
は
一
此
後
、

永
‘
外
の
帆
湖
面
叶
以
め
d

u
ゐ
む
侭
仰

γ
ら
れ
北
b
、
(
九
)
此
関
の
史
的
街
路
を
知
ら
ん
人
は
必
ず
や
滅

士
仁
と

-b
て
、
此
上
も
な
さ
不
名
容
な
る
永
ふ
ハ
の
勘
嘗
が
、
只
、
だ
強
々

-
t
b
求
人
株
裁
の
所
以
に

あ
ら
か
』
る
を
ー
務
る
に
足
ち
む
。

、品1

か
く
て
訟
を
境
よ

b
歎
か
ん
え
侠
あ
し
か
ら
ん
と
の
、
駿
河
宿
老
の
宮
仁
任
せ
、
忠
郎
以
越
後

を
出
れ
て
、
誠
一
州
の
深
谷
に
鐙
居
し
、
此
一
感
よ
1

り
大
御
所
家
族
ー
仁
向
て
、
総
獄
を
曇
恰
ん
と
せ
し
が
、

御
隠
坊
近
所
候
間
不
可
然
と
の
ζ

と
に
、
や
む
な
く
上
州
燦
M

仰
に
勝

-bぬ
、
九
十
民
間
家
康
拡
紅
戸

に
議
会
、
勝
思
秀
忠
と
商
の
九
仁
脅
し
忠
勝
の
亡
と
を
密
談
せ

b
足
後
忠
綿
が
脱
州
知
仁
向
て
、
大

に
制
訴
を
抱
含
J
K

僕
ド
繊
せ
し
之
、
政
府
耶
樹
伐
の
風
評
Fr曲
、
以
此
聞
の
世
帯
情
念
解
す
る
仁
日
比
ら
U
J十
ご

上
総
介
附
炉
開
a

a

J

ニL
沿
い
}
…. 



. ;'1民

52: 

上
線
、
介
出
版
部

、
終
か
替
、
一
大
不
幸
は
彼
の
旗
上
に
落
も
ぬ
、
家
康
病
あ
ら
-
党
ま

6
ぬ
る
E

乙
の
報
-
誕

R
C
惑
す

る
や
、
彼
は
藤
岡
よ
ウ
級
府
に
来
。
、
お
母
及
ぴ
共
他
の
女
中
に
す
が
ん
ノ
て
、
勘
一
翁
を
赦

3
れ
ん
と

一
七
問

ー
し
を
告
び
し
が
も
、
家
康
臨
終
の
際
に
事
一
る
路
、
仰
の
併
な
く
て
滋
け
I

り
、
忠
搬
の
遺
俄
そ
れ
如
何
ぞ

や
が
く
て
久
能
山
仁
滞
る
の
日
、
将
軍
秀
忠
は
九
鬼
長
門
守
安
隆
を
し
て
彼
が
焼
館
北
る
臨
楠

-
守
を
守
〉
り
し
り
、
共
後
彼
は
再
ば
武
州
深
谷
に
経
営
、
帰
一
上
寺
の
住
持
税
制
官
邸
師
(
十
一
…
)
に
赦
苑
の

務
を
願
し
号
、
此
鹿
以
往
来
の
苓
な
ん
ー
に
て
退
け
ら
れ
、
彼
は
な
す
由
"
も
な
く
、
時
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